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本論文は、16 世紀末から 17 世紀初の間にポルトガル人宣教師の布教組織である日本イェズ
ス会で作られたキリシタン版国字本を対象にして、その文字・表記の実態と特徴を捉え、キリ
シタン版国字本編者の方針を明らかにしようとするものである。それによりキリシタン社会に
おける文字使用の実態を記述し、日本語表記史におけるキリシタン版国字本の位置を確定する
ことを目的とする。 
本論文で扱うキリシタン版文献には、ローマ字活字を用いたローマ字本と仮名活字・漢字活
字を用いた国字本とがある。後者の国字本は、大量印刷により布教の目的を達成するために、
文献作成上さまざまな工夫を施したことが予想される。その工夫は文字・表記に最もよくあら
われると考えられる。このような理由から、本論文では、当時の日本国内の和文写本の文字・
表記との比較も行いつつ、使用文字とその文字の使い方、仮名遣い、重点使用、濁音表記、振
り仮名の使用に注目し、その特徴を明らかにし、そこにどういう方針があったかを考察する。
従来、一部の特徴的な表記にしか関心がもたれなかった国字本の文字使用を、出版意図にまで
さかのぼり全体にわたって分析することには、意義が認められる。 
「第１章 キリシタン版国字本の概観」では、キリシタン版国字本が日本語表記史の研究資
料として価値を有することが述べられる。キリシタン版の中で同一内容を持つローマ字本と国
字本を比較し、国字本がローマ字本とは別に扱う価値があることや濁音表記を満遍なく付す特
別な表記など、当時の写本の表記からだけでは明確にできない部分を明らかにする表記資料と
して価値があることが示される。また、国字本の出版事情、読者層についても説明が行われ、
本研究の意義が述べられる。 
「第２章 キリシタン版国字本の使用文字」は、国字本で使用される文字の種類を調査した
ものである。漢字に関しては、文献によりばらつきがあるものの、おおむね 250 種以下で、室
町期および近世初頭の和文の諸文献と比べてみると、格段に低い数である。また、漢字含有率
も、同様に低い値を示す。仮名に関しては、字母のレベルと字体のレベルに分けて詳しい調査
が行われる。字母のレベルでは、おおむね当時の和文文献よりも少なく、活字の種類（大文字
と小文字）、本行か振り仮名かという位置による使い分けをしている字母があることが報告され
る。このような傾向は字体のレベルにおいても指摘され、一定の字体が９割以上、語中の特定
の位置（語頭、語中尾、助詞）に使われ、また対応する音節に制約のあるものも存在する。つ
まり、仮名に関しては音韻中心の「仮名文字遣い」を行っているということができる。この報
告は、重要なものである。 
「第３章 キリシタン版国字本の仮名遣い」は、当時ゆれがはげしく法則性に欠けるといわ
れた仮名遣いについて、国字本編者がどのような方針のもとで実現させたかを考察したもので
ある。和語の仮名遣いについては，歴史的仮名遣いと一致しない語を選んで、当時の物語文、
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連歌書、仮名遣書などと比較した結果、連歌関係の文献の仮名遣いに最も近い傾向を示すこと
が判明した。これは、文献作成に参加した日本人にとって共通の常識的なものであったことを
示唆する。また、当時の仮名遣書を参考した可能性の高いことも認められた。さらに、字音仮
名遣いについては、同じく仮名遣書類に存在していた字音の表記方針を参考にしたことが確認
された。すなわち、国字本の仮名遣いは当時の仮名遣いに基づいたものであり、一般に行われ
ていたものよりも法則性が強いことが確認された。 
「第４章 キリシタン版国字本の特徴的な表記」では、国字本の特徴的な表記と見られる「重
点」使用、濁音表記、振り仮名について、編者の方針と意図が分析される。これらの表記に共
通するのは、編者の読みやすさを重視する姿勢である。例えば、濁音表記や振り仮名の使用は
当時の和文写本よりも徹底的である。言い換えれば、これらの表記は必ずしも文字知識の十分
ではない読み手に、読みやすいテキストを提供しようとする学習的用途にかかわるものである
ことが明らかになった。 
最後の「第５章 宗教書の改版と表記の変化」は、以上に見た表記上の諸特徴が読みやすさ
を志向するものであることを、同一文献の改版において確認しようとしたものである。前期版
『どちりいなきりしたん』（バチカン本）と後期版『どちりなきりしたん』（カサナテンセ本）
を比較すると、まず漢字含有率が減少していることが指摘される。次に、漢語の平仮名表記が
増えていることが注目される。重点の使用、振り仮名の使い方でも、それが読解の容易さへの
志向とかかわることが認められる。つまり、改版においては読みやすさが重視され、ひいては
それが音読のしやすさにもかかわることが結論づけられる。 
すなわち、本論文は、キリシタン版国字本の表記が当時の写本の表記法や仮名遣書類の規範
に従いながらも、布教という目的意識に発する編集方針に基づく文献である事情を明らかにし
たものである。そのための基礎的な調査は徹底的であり、評価することができる。ただし、調
査結果の解釈から推論に至る過程には、なお検討の余地が見受けられないわけではない。しか
しながら、未開拓の分野に取り組んだ努力は認めてよく、本論文が博士（文学）の学位授与に
値すると判定するものである。 
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